
第９期第１回 新津地区公民館運営審議会 

 

 
日時：令和 5 年 7 月 10 日（月）午後 3：30 ～ 
会場：新津地区公民館 502 研修室 

 

 

次 第 

 

１．開 会 

 

２．あいさつ 

 

３．委嘱状の交付 

 

４．自己紹介 

 

５．議長及び副議長の選出について 

 

６．議事・報告事項 

 （１）令和４年度事業報告について 

  ① 新津地区公民館  ・・・・・・・・・・・・・〔資料１－１、１－２〕 

② 小須戸地区公民館 ・・・・・・・・・・・・・〔資料２－１、２－２〕 

  

（２）令和５年度事業計画について 

① 新津地区公民館  ・・・・・・・・・・・・・〔資料３－１、３－２〕 

  ② 小須戸地区公民館 ・・・・・・・・・・・・・〔資料４－１、４－２〕 

 

７．その他 

 

８．閉 会 



令和４年度　事業報告 資料1－１

Noの網掛けは新規事業です

回数 時間帯
定員
（人）

参加者数
（人）

延参加者数
（人）

学校
地域教育

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ
コミ協等

活動
協力員

1 コミ協出前講座
コミュニティセンターを会場に各種事業を行い，地域の再認識や人のつながり，絆
を深める機会とする。

1 総合 3 午後 100 102 303 ○ 中央コミ協：歴史文化講演会 B
コミ協が積極的に参画する講座であり、参加者
の意欲も高い。

2 コミュニティ防災学習会
地域や学校と連携した防災講座を開設し，地域防災意識の向上と人のつながり，
絆を深める機会とする。

1 総合 1 午前 119 119 ○ ○ ○ 阿賀小学校、阿賀浦コミ協 B
地域の防災力を高める貴重な事業であり、継
続・波及が求められる。

3 地域交流事業
地域交流事業を各種地域団体との協働により実施することで，地域のつながりを
促進し人材の育成につなげる。

4 総合 11 午前 90 176 ○ ○ ○ ○
金津中､第三小､阿賀小、各校地
域教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ､金津ｺﾐ協

B
学校や地域教育コーディネーターと連携し、多
くの市民の参加を得ている。

4 ＧＩＰ集会
中学校「いじめ防止問題」集会に地域住民も参加してもらい，地域をあげて課題解決を
図るとともに，世代間交流による地域の活性化を推進する。

1 総合 1 午後 340 340 ○ ○ ○ 第五中学校、阿賀浦ｺﾐ協 B
事前周知を充実し、地域からの参加を増やした
い。

5
乳児期家庭教育学級
　　「ゆりかご学級」

家庭教育の重要性を学ぶ。保護者と地域が共に子育てをする大切さを知る。（仲
間づくりの機会）

1 成人 5 午前 12 11 53 ５回 B
同じ状況の人と話をしたり、育児について新し
い情報を得ることができて有意義だったとの意
見をいただいている。

6
幼児期家庭教育学級
　　「ほかほか学級」

子どもの心身の発達，自我の芽生えを理解し，子育ての不安や悩みを話し合う。
（仲間づくりの機会）

1 成人 4 午前 12 9 24 ○ ４回 B
講師により難易度が異なるとの意見があった
が、全体的な評価は高かった。

7 児童期家庭教育学級
子どもの心と体の発達を理解し，同世代の子どもを持つ親同士の交流を図る。（仲
間づくりの機会）

1 成人 3 午前 15 10 20 ○ 保育無し B
参加者は定員より少なかったが、全員で話し合
う機会を設けるなど有意義に講座となった。

8
子育てサロン
「ポッポー！」

親子同士のつながれる居場所づくり，情報交換 1 総合 22 午前 14 10 129 ○ 講師招聘３回 B
仲間づくりができる場であり、気軽に参加できる
よう広報に努めたい。

9 保育者交流会 保育者の資質向上，情報交換 1 成人 1 午前 9 7 7 秋葉区登録保育者、他 B
コロナ禍での保育の必要事項を確認したほか、
講師を招いてスキルアップを図った。

10 秋葉区一斉クリーン作戦
地域・家族の協働による美化活動を行い，併せて青少年の健全育成を図る。
第36回目

1 総合 1 午前 6,613 6,613 ○ ○ 秋葉区青少年育成協議会 B
天候に恵まれ、多くの市民が参加した。地域ぐ
るみの育成事業として継続していく。

11 あきは未来フォーラム
子どもたちの健全育成と人権を大切にする心を醸成し，住みよい地域の創造を図
る。会は青少年健全育成功労者表彰、中学生の意見発表、講演会。

1 総合 1 午前・午後 158 158 ○ ○
秋葉区青少年育成協議会、4人と
１団体を表彰、講演：伊勢みずほ

B
３年ぶりの開催で、参加者が例年より少なかっ
た。事業の意義を関係団体で共有したい。

12
【区づくり事業】
チャレンジ あきは体験隊

まち歩き体験や区内の新発見などにより、ふるさと「あきは」への愛着と誇りを醸成
する機会とする。

1 少年 1 午前 20 20 20
区づくり事業（R2～R4）
新潟薬科大学

B
地域に根差した大学である新潟薬科大学の協
力を得て、子どもが楽しみながら集中できるよう
な実験を行った。

13
【区づくり事業】
あきはっ子里山体験隊

昆虫や植物などの観察から，自然への関心を深める機会とする。 1 少年 1 午前 20 13 12 ○ 区づくり事業（R2～R4） B
里山を舞台としたネイチャーゲームを行った。
秋葉区独自の事業として継続していく。

14 こども創造塾 集団活動や体験教室により子ども達が自ら考え創造する力を育む。 3 少年 6 午前・午後 126 126 ○ ○ ○ ○
阿賀小、新関小、金津中、新関コ
ミ協、金津コミ協、新潟薬科大学

B
学校や地域、大学が連携して子どもを育成する
事業であり、充実させたい。

15 学習室開放事業（夏休み） 公民館研修室を学習室として，小学生，中学生，高校生，大学生に開放する。 1 少年 38 午前・午後 44 44 夏休みのみ実施 B
地域や近隣の生徒・学生が定期的に利用して
いる。

16 シニアライフ講座（社会学講座）
これからの長い人生をより明るく楽しく過ごすために、目的を持って実践で切る心
のあり方を学び、健康寿命の保持増進をはかると共に生きがいを見つける。

1 成人 3 午前 30 18 54 ○
秋葉警察署、新潟医療福祉大学、
明治安田生命新潟支社

B
シニア世代の暮らし方や課題解決のヒントを示
す講座として、高い評価を得ている。

17 シニアライフ講座（スマホ講座）
人との関わりをねらいとし、スマホ操作などをテーマに高齢者向けの社会的知識の
向上を目指す。

1 成人 8 午前 16 16 125 ＮＴＴドコモ B
参加希望が多く、受講できない人が出るため回
数を増やした。民間事業者も行っているため、
内容を確認しながら継続したい。

18 秋葉区の学び
秋葉区の「宝」を様々な視点から学ぶことで，地域の良さを知り愛着を感じられる
機会を提供する。

1 総合 3 午前 30 30 78 ○ 路地連にいつ B
地域の歴史に興味のある人が多く、人気を博し
ている。

館長評価
Ａ：事業拡大　Ｂ：現状どおり（見直し含む）Ｃ：事業縮
小　Ｄ：事業廃止

新津地区公民館

基 本 施 策 No 事　　業　　名 事業の目的・主旨
開
設
数

１．人づくり、地域づくりを通し
た地域コミュニティ活動の活性
化への支援

対象
実施済み分（4月～3月） 連　　　　　　　携

特記事項

５．現代的・社会的課題を探
り、問題解決を促す学習機会
を提供

２．家庭における教育力向上
を支援

３．青少年の生き抜く力育む
機会の充実

４．高齢者の学習支援や社会
参加の促進



令和４年度　事業報告 資料1－１

Noの網掛けは新規事業です

回数 時間帯
定員
（人）

参加者数
（人）

延参加者数
（人）

学校
地域教育

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ
コミ協等

活動
協力員

館長評価
Ａ：事業拡大　Ｂ：現状どおり（見直し含む）Ｃ：事業縮
小　Ｄ：事業廃止

新津地区公民館

基 本 施 策 No 事　　業　　名 事業の目的・主旨
開
設
数

対象
実施済み分（4月～3月） 連　　　　　　　携

特記事項

19 古典文学入門講座
古典を学ぶことで人としての情を思い起こし、人との関わりの中で相手を思いや
り、人生を豊かにするきっかけ作りとする。

1 総合 2 午前 30 24 45 ○ 新潟県立大学名誉教授 D

令和３年度の講座から古典文学のサークルが
誕生し、今回の参加者もそのサークルに加入し
ているので、公民館事業としての役割は一旦終
了としたい。

20 新津文芸協会連携事業
俳句、川柳、短歌といった文芸の入門編。新津文芸協会の協力を得て、人生をより
豊かにするきっかけ作りとする。

1 総合 4 午前 12 13 43 新津文芸協会(俳句､短歌）と連携 B
文芸に親しむ市民が高齢化・減少していること
から、入門講座により新規開拓を図りたい。

21 新津美術協会連携事業
陶芸、絵手紙、書写など「創作」を楽しむ入門編。新津美術協会の協力を得て、人
生をより豊かにするきっかけ作りとする。

1 総合 3 午前 15 15 43 新津美術協会(工芸部門)と連携 B
美術協会員による陶芸講座を行ったところ、自
費で継続を希望する参加者もあった。

22 私らしく生きる！キラキラ★女性セミナー
女性が自らの体、心の状態を認識、改善方法等を学ぶことで自分と向き合い、前
向きに考えられる機会を提供する。

1 成人 2 午前 15 13 14 ○
女性限定講座
アルザにいがたと連携

D

同じ女性でも立場や悩みは様々で、ターゲット
を絞り切れなかった。ジェンダー平等の観点も
考慮し、女性に限定せず人生の課題解決につ
ながる講座を検討したい。

23
「毛筆」　書で彩る～初心者のためのデザイン
年賀状～

デザイン年賀状を学び、作品制作に取り組むことで、日常生活に潤いを与え、長引くおウチ
生活をより心穏やかに過ごすための手法を身につける。

1 成人 3 午前 15 15 45 ○ ○ ○ 第一中会場 B
学校を会場に一般市民の講座を行い、参加者
から好評を得た。

24 ガラス工芸体験講座
ガラス工芸は古くからガラスの輝きを上手く使った工芸作品の歴史があります。こ
の技術を体験してもらい工芸作品の美しさを感じてもらう。

1 総合 2 午前・午後 16 28 28 会場：秋葉ガラス工房 D
ガラス工芸事業者からの提案で実施した。今後
は事業者が実施している体験メニューに引き継
ぎたい。

25 秋葉区芸能祭
様々な芸能部門の成果発表の機会にするとともに，参加者，観覧者の交流を図
る。（舞踊，民謡，古典芸能，ダンスなどの発表）

1 総合 1 午前・午後 477 477 ○
秋葉区内芸能活動団体
第一中、金津中

B
３年ぶりに有観客で実施した。参加団体から運
営の協力も得て実施していきたい。

26 秋葉区文芸区民大会
区民の文芸創作活動の発表の場を提供する。
（文芸表彰式，俳句発表会の実施）

2 総合 2 午前・午後 40 40 新津文芸協会事業 B

区民大会は俳句の部のみ行った。また文芸あ
きはの表彰式は講演を中止した。参加者が減
少しており、気軽に文芸と触れ合う機会を作っ
ていく必要がある。

27
【区既存事業】
秋葉区二十歳のつどい（旧成人式）

新たに二十歳になった区内在住の方を祝う。 1 成人 1 午前・午後 280 280
秋葉区文化会館
中学校区により２部制

B
成人式から二十歳のつどいに移行し、３年ぶり
に対象者が参加できる式典となった。市の式典
よりも身近な催しとして、好評を得た。

28
【区既存事業】
秋葉区美術展覧会

区民の創作活動の発表の場所を提供する。 1 総合 9 午前・午後 1,912 1,912 新津美術協会 B
参加者の高齢化や出品数の減少、予算の確保
など課題が多い。展覧会のレベルは高いと言
われており、運営を工夫して継続したい。

29 秋葉区囲碁・将棋大会 参加者の技術向上と囲碁・将棋の交流を図る。 2 総合 2 午前・午後              69              69 各大会実行委員会 B
２年ぶりの開催となったが、実行委員会が主体
的に運営しており、今後も継続が見込まれる。

合　　　　　計 29 事業 36 － 144 － － 10,622 11,397 8 5 7 19

６.その他



 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

令和４年度 事業報告 

②コミュニティ防災学習会（阿賀小学校）  ６/18 

コミ協と一緒に災害時の行動を考える 

④GIP 集会（新津第五中学校） 11/24 いじ

め防止・解消のための学年縦割りの話し合い 

⑤ゆりかご学級 5/20、5/27、6/3、6/9、

6/16 ベビーマッサージ 

⑦児童期家庭教育学級 11/8、11/15、

11/22 家族でできる足指トレーニング 

⑪あきは未来フォーラム 11/12 中学生に

よる「私の主張」発表 
⑫チャレンジあきは体験隊 7/23 牛乳で

キーホルダーづくり（新潟薬科大学） 

①コミ協出前講座（桂家歴史講座） 10/15、

12/17、2/18 中央コミ協と連携 

資料１－２ 

③地域交流事業（金津中学校） 1/13、

1/16、1/18 つるし雛づくり 

⑥ほかほか学級 10/4、10/11、10/18、

10/25 脳科学でｲﾗｲﾗ子育てからﾜｸﾜｸ子育てへ 

⑧子育てサロン「ポッポー！」第１・３木曜日 

絵本の読み聞かせ 
➈保育者交流会 4/28 コロナ禍での保育対

応 

⑩秋葉区一斉クリーン作戦 4/17 

 

⑭こども創造塾（新関小学校） 10/15 新潟

薬科大学によるシャボン玉づくりほか 

⑬あきはっ子里山体験隊 11/6 秋葉公園で

ネイチャーゲーム 

⑯シニアライフ講座（社会学講座） 10/19、

10/26、11/2 「特殊詐欺を防ぐ」ほか 



 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑱秋葉区の学び 6/14、6/21、6/28 秋葉区

の発展に尽力した「本間家と本間新作」を学ぶ 
⑲古典入門講座 11/30、12/7 越後ごぜ

の語り唄を文学として鑑賞 

⑰シニアライフ講座（スマホ講座） 6/7・14、

9/15・22、10/13・20、11/29・12/6 

⑳新津文芸協会連携事業 5/17・5/24、

5/31・6/7 はじめての俳句と短歌 

㉕秋葉区芸能祭 6/26 3 年ぶりに有観客で

開催 

㉓書道入門講座 11/4、11/11、

11/18 小筆でデザイン年賀状づくり 

㉒女性セミナー 11/20、11/27 メイク

UP ビューティー講座 

㉗秋葉区二十歳のつどい 5/3 18 歳成人

移行後はじめての開催 

㉘秋葉区美術展覧会 10/15～23 

267 点が出品され、1,912 人が観覧 
㉖秋葉区文芸区民大会 11/19 「文芸あき

は」優秀作品の表彰 

㉑新津美術協会連携事業（陶芸入門講座） 

9/17、9/24、10/15 

㉔ガラス工芸体験講座 3/11 吹きガラス、ス

テンドグラスなどの体験講座 



資料２－１

事業名の網掛けはコロナウイルス
感染防止等により中止事業です

小須戸地区公民館 №の網掛けは新規事業です

回数 時間帯 定員
参加者数

(人）
延参加者
数（人）

学校
地域教育
ｺｰﾃﾞｨﾈｰ

ﾀｰ

コミ協・自
治連・老人

会

活動協力
員

1 花いっぱい運動 花の植栽作業による学校・地域団体の連携強化。 2 総合 4 午前 ― 83 141 ○ ○ ○
山の手コミ協、小須戸小、
矢代田保、矢代田小

B

小須戸地区の特色である「花と緑の小須戸」に
相応しい事業であり、コミ協・学校・保育園など
と連携した「花の植栽作業」で、地域住民と子
供たちを繋ぐ機会となっている。

2 庭木剪定講習会
庭木剪定を学び、各家庭をきれいにすることで、輝くような街並みをつく
る。

1 成人 1 午前 30 26 26
㈶新潟県都市緑花セン
ター

B

小須戸地区の特色である「花と緑の小須戸」に
相応しい事業として、次年度も関係機関と協
議、検討を行い、コロナ対策を実施した上で、
冬囲いや果樹の管理の仕方など、内容を充実
させていきたい。

3 苔テラリウムを飾ろう！ 様々な種類の苔を使って、ポットの中に新しい世界を創作する。 1 総合 1 午後 ― 10 10
２回目は、講師の都合で
中止

B

様々な工程を経て作りあげるモノづくりのおもし
ろさや達成感を提供できた。講師からはテラリ
ウムの魅力を発信するたに、市民展に作品を
出品してもらった。次年度も継続して実施した
い。

4 楽しい いろえんぴつ と パステル
色鉛筆やパステルなどの画材を用いて着彩を体験する。また、陰影や質
感をリアルに表現する技法を習得する。

1 成人 2 午後 10 13 24 B

コロナ禍でのおウチ時間の過ごし方と仲間づく
りを目的に計画。身近ないろえんぴつを使い作
品を仕上げることができた。引き続きサークル
化や市民展への出展へつなげていきたい。

5 はじめてのレザークラフト体験会
革を使って身近な日用品を制作することで、モノづくりの楽しさを体感し、
新しい趣味と活動を通して仲間づくりの機会となるよう働きかける。

1
青年
以上

1 夜間 8 8 8 B

モノづくりのおもしろさや達成感を提供すること
ができた。レザークラフトに限定せず、大人の
門松づくりやｸﾘｽﾏｽﾘｰｽづくりなど、制作の実
習を伴う講座を企画・実施していきたい。

6 ミニ門松づくり
地域住民の指導による門松づくりを通して、子どもたちに新たな学びの機
会としての社会活動を促す。

1 総合 1 午前 16 14 14 ○ B

世代間交流だけでなく、地域コミュニティ活動
支援事業として、コミ協等と意見交換を行い、
連携企画となるように地域コミュニティ活動支
援に資する新たな事業を検討する。

7 体験！ニュースポーツ入門 三世代で様々なスポーツに挑戦する。 1 総合 3 夜間 ― 5 14 ○
スポーツ振興会、スリッパ
卓球クラブ（２回目は寒波
により中止）

B

「スリッパ卓球体験会」として、回数を増やすこ
とで、スリッパ卓球文化の継続を図った。今後
は、体験会を拡充していく等、方向性について
スポーツ振興会等と検討して行く必要がある。

8
こどもとおとなのプログラミング体験
会

こども・おとなにプログラミングは特別なことではないということを知ってもら
う機会として、プログラミング体験会を実施する。

1 総合 1 午後 20 10 10 ○ ○
新潟大学、市生涯学習セ
ンター、大人向けプログラ
ミング勉強会

B

親子で学べることで、現在の子供がＩＣＴ技術を
使って学んでいることを理解できる機会となっ
た。併せて、ボランティアの活動場所を提供す
ることができた。

9 第１回カーリンコン大会
カーリンコンの楽しさを誰でも気軽に老若男女、障がいの有無に関係なく
体験してもらい、ニュースポーツを通じた仲間づくりを目的に開催する。

1 総合 ― ― ― 36 36 ○ ○
小須戸コミ協との共催事
業

B

初めて実施した事業としては、参加人数も多く
なく実施することができたが、コロナ以降状況
が変化する中で参加対象者の範囲（新潟市以
外の参加）をどうするか検討していきたい。

10 にいがたスリッパ卓球大会【中止】 スリッパ卓球による新潟市内唯一の大会。 1 総合 1 午前・午後 ― ― ― ○ ○
スポーツ振興会、スリッパ
卓球クラブ、小須戸コミ
協、山の手コミ協等

C

新型コロナや、大会実行委員長の不在により、
３年続けて中止になりました。スリッパ卓球大
会は小須戸の文化であり、今後の在り方につ
いて愛好者及び実行委員会と協議します。

11 みどりの植物を楽しもう
「花と緑のまち小須戸」ならではのお花を使った「花育」を小学生と親また
は祖父母で学ぶ。

1 総合 2 午前 20 14 27 B
小須戸地区の特色である「花と緑の小須戸」に
相応しい事業で、花育部分について対策を充
分行い、実施できた。

12 家庭教育講演会
園児の保護者を対象にした家庭教育向上の講演会及び子育て情報交換
する。

1 成人 1 午前 20 19 19 ○ ○ 小須戸幼稚園 B
今年度を以て小須戸幼稚園が閉園するため、
今後は小須戸・矢代田保育園等と連携し、幼
児期家庭教育講演会を実施したい。

13 親子レザークラフト体験会
モノづくりを通して親子で学ぶことを目的とする。さまざまな工程を経て一
つのものを制作することで、モノづくりへの関心、達成感を提供する。

1 総合 2 午前 16 8 8 講師は公民館職員 B

両小学校および地域教育コーディネーターと連
携し、外部講師でなく、自前で講座が完結でき
た。準備が必要だが、親子でものづくりは貴重
な体験になったと思う。

14
ハロウィン読み聞かせ＆カボチャラ
ンタンづくり

ハロウィンのいわれについて絵本の読み聞かせで学ぶ。また、ランタンも
どうして飾るようになったか学び、親子で制作することで絆を深める。

1 総合 1 午前 20 13 13 ○ 県立植物園友の会 B

来年度の実施を希望する声もあるので、次年
度も協力をいただき、ランタン以外にもハーバ
リウム、葉脈標本づくりなどを企画し、地区の
子どもたちに学びの場を提供していきたい。

3．青少年の生き抜く力を育
む機会の充実

15 こどもプログラミング教室
多様な学習機会を提供する目的で、小須戸まちづくりセンターに整備した
Ｗｉ－Ｆｉ環境を活用した体験学習（プログラミング教室）を実施する。

1 少年 1 午前 10 7 7 ○
まちセンマルシェと同日開
催

B

まちづくりセンターに公民館が整備したWi-Fi環
境を使った体験学習を初めて試みた。今後もこ
のWi-Fi環境を使って、子ども向け以外にもオン
ライン講座を拡充していきたい。

16 夏に負けない　スポーツ体験
夏休み期間中、学童のひまわり児童を対象に、狭い館から出て体を動か
すスポーツ体験を実施する。

2 少年 1 午前 ― 44 44 ○
小須戸ひまわりクラブ（中
止）、矢代田ひまわりクラ
ブ

B

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため小
須戸ひまわりクラブは中止にしたが、子どもた
ちにも人気の事業であり、次年度も事業継続と
する。

　　　　　　　　　　館長評価
A：事業拡大　B：現行どおり(見直し含
む)
C：事業縮小　D：事業廃止

令和４年度事業報告

重点化 No 事業名 事業の目的・主旨
開
設
数

対象
実施済み分（4月～3月） 連　　　　　　　携

特記事項

1．ひとづくり、地域づくりを通
した地域コミュニティ活動の
活性化への支援

2．家庭における教育力向上
の支援



資料２－１

事業名の網掛けはコロナウイルス
感染防止等により中止事業です

小須戸地区公民館 №の網掛けは新規事業です

回数 時間帯 定員
参加者数

(人）
延参加者
数（人）

学校
地域教育
ｺｰﾃﾞｨﾈｰ

ﾀｰ

コミ協・自
治連・老人

会

活動協力
員

　　　　　　　　　　館長評価
A：事業拡大　B：現行どおり(見直し含
む)
C：事業縮小　D：事業廃止

令和４年度事業報告

重点化 No 事業名 事業の目的・主旨
開
設
数

対象
実施済み分（4月～3月） 連　　　　　　　携

特記事項

17 やってみよう科学実験 科学実験を通じて子どもたちが自ら考え創造する力を育む。 2 少年 2 午前 36 8 11 ○ ○ ○ 新潟薬科大学 B

学・社・民の融合の中、薬科大学の協力のも
と、楽しい科学の出会いを目的に様々な不思
議な現象を体験する事で科学が身近なものに
なることを期待される。

18 食品サンプルを作ろう！
小中学生を対象に家庭や学校ではできない体験学習を行い、ものづくりの
楽しさを体感する。

1 少年 1 午後 12 12 12 ○ B

年間の事業計画には無かったものの、食品サ
ンプルという普段家庭で体験することが難しい
コンテンツを提供できた。次年度も事業は継続
し、作品の市民展への出品に繋げたい。

19 シニア向けスマートフォン教室 スマホの操作の不安や疑問を解消することを目的に開催する。 1 高齢者 1 午後 20 14 14 ○  ＫＤＤＩ株式会社 B

次年度も継続して開催することとしたいが、新
津地区公民館等とも連携して、KDDI㈱以外の
事業者で無償で派遣くれる事業所を見出した
い。

20 リバーサイドシネマ
老人福祉センターを会場に3月に1回映画を上映し、高齢者が元気で社会
と関わりをもつように促すとともに、生きがいを持てるようにする。

1 高齢者 4 午後 ― 85 85 ○ 小須戸老人福祉センター B
令和４年度の新規事業として実施。新年度も老
人福祉センター並びに活動協力員と協働しな
がら事業を進めていくこととする。

21 ペットと防災
防災の話や動物の応急手当の方法、避難の疑似体験を通じて、避難所で
のペットとの生活がどのようなものかを学ぶ。

1 成人 1 午後 12 7 7 新潟市動物愛護推進員 B
　現代社会においては災害も多く、次年度につ
いても、開催に向けて、関係機関と協議、検討
を進める。

22 新津南高等学校学校開放講座 土曜日開催、新津南高校で教諭による教養講座と実技指導。 1 成人 5 午前 15 12 53 ○ 新津南高校 B
歴史のある事業で、受講生から高い評価を得
ている。次年度も高校と密に連携して、事業を
継続したい。

23 プチ書道教室
社会生活において筆を使う場面は少なくない。ビジネスマナーの一環とし
て書道を学ぶ。

1 成人 2 夜間 12 9 18 B

今年度も定員を少なくし、コロナ対策を十分行
い、事業を実施した。矢代田地区の受講生から
は近所で参加しやすかったと高い評価を得まし
た。次年度も事業継続する。

24 健康教室 区役所健康福祉課と連携した健康教室。 1 成人 1 午前 20 21 21 秋葉区健康福祉課 B

区健康福祉課と取り組んだ事業で、骨粗しょう
症や減塩調理法について普及啓発した。次年
度も共催して、区の他課とも連携し地域課題解
決に繋がる取り組みを検討する。

25 小須戸地区市民展 地域住民による作品展示。 1 総合 2 午前・午後 ― 480 480 ○ ○
小須戸文化協会、小須戸
まちづくりセンター、幼・保
育園

B

文化協会が主体となって取り組んでいる事業
であり、日頃の活動の発表の場所であるため、
今後もコロナ対策を充分行い、事業を継続す
る。

26 小須戸地区囲碁・将棋大会 参加者の技術向上と交流を図る。 1 総合 1 午前・午後 ― 22 22 小須戸囲碁将棋愛好会 B

段ボール製のデスクトップパーティションの設
置をはじめコロナ対策を十分行い、事業を継続
した。次年度も関係機関と協力して、事業を継
続する。

27 小須戸地区芸能祭 地域住民による芸能発表会。 1 総合 1 午前・午後 ― 250 250
小須戸文化協会、小須戸
まちづくりセンター

B
文化協会が主体となって取り組んでいる事業
であり、日頃の成果発表の場所であるため、今
後もコロナ対策を充分行い、事業を継続する。

28 こすど地区公民館報の発行 公民館や地域の明るい話題や情報を紹介する。 1 総合 12 午前 4 4 36 ○ 公民館報編集委員 B

毎月、編集会議において、前号の反省と評価、
次号の編集方針について意見交換を行ってい
る。引続き、コミュニティ協議会等とネットワーク
の充実を図り情報発信に努めることとする。

31 － 56 － 301 1,234 1,410 6 5 3 12合　　　　　計

4．高齢者の学習支援や社会
参加の促進

5．現代的・社会的課題を探
り、問題解決を促す学習機会
の提供

6．その他



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和４年度 事業報告 

②庭木剪定講習会  ６/２６ 

病害虫予防とクロマツの剪定を実施 

③苔テラリウムを飾ろう！ 7/17 

ポットの中に苔テラリウムを制作 

④楽しい いろえんぴつとパステル 8/10、17 

色鉛筆とパステルで着彩体験、ポストカードの作成 
⑤はじめてのレザークラフト体験会 12/16 

革を使ったペンケースを制作 

⑥ミニ門松づくり 12/17 

子どもと保護者でミニ門松づくりを実施 

⑪みどりの植物を楽しもう 5/14、6/11 

苔玉作り、多肉植物の寄せ植えを実施 

⑫家庭教育講演会 7/20 大阪にいる講師

と会場を結んでオンライン講演会を実施 
⑬親子レザークラフト体験会 10/1 

革を使った三角コインケースを制作 

⑭ハロウィン読み聞かせ＆カボチャランタンづくり

10/15 読み聞かせとカボチャランタンの制作 

⑮こどもプログラミング教室 7/23 

プログラミングツールでゲームを制作 
⑰やってみよう科学実験 8/24、25 

 指紋の跡を見つけたりスライムづくりを実施 

⑯夏に負けないスポーツ体験 8/9  

 カーリンコン、ボッチャを実施 

①花いっぱい運動 5/19、10/26、11/18、

12/23 学校と地域の協働植栽作業 

⑧こどもとおとなのプログラミング体験会 

1/30 新大とボランティアによる体験会 

⑨第１回カーリンコン大会 3/5 

小須戸コミ協と共催で初めて実施した事業 

資料２－２ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑱食品サンプルを作ろう！ 8/24 

プチパンケーキとクリームソーダづくりを実施 

⑳リバーサイドシネマ 6/14、8/9、10/4、12/13、

2/14 小須戸老人福祉センターで映画等を上映 

㉔健康教室 11/29 食生活改善推進員によ

る栄養指導と塩分測定を実施 

㉓プチ書道教室 11/11、18 

宛名書き、年賀状の書き方の学ぶ 

㉑ペットと防災 7/3 

ペットの同行避難、健康管理、応急手当を学ぶ 

㉒新津南高校学校開放講座 9/24、10/8、22、

11/12、19 高校教師による学校開放講座 

㉕小須戸地区市民展 10/29、30 

 小須戸地区の住民による作品展示 
㉖小須戸地区囲碁・将棋大会 11/3 

参加者の技術向上と交流を促進 

㉗小須戸地区芸能祭 11/12 

 小須戸地区の住民による芸能発表会 
㉘こすど地区公民館報の発行 毎月 15

日発行 地域の話題や情報を紹介 

⑲シニア向けスマートフォン教室 3/7 

スマートフォンの基本的な操作方法を学ぶ 



令和５年度　事業計画 資料３－１

NOと事業名の網掛けは中止の事業です

新津地区公民館 Noの網掛けはR5新規事業です

学校
地域教育

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ
コミ協等

活動
協力員

1 コミ協出前講座
コミュニティセンターを会場に各種事業を行い，地域の再認識や人の
つながり，絆を深める機会とする。

2 総合 4 午前・午後 11月～3月 ○ 〇 講師選任、秋葉区内各コミ協

2 コミュニティ防災学習会
地域や学校と連携した防災講座を開設し，地域防災意識の向上と人
のつながり，絆を深める機会とする。

1 総合 1 午前 6月17日 ○ ○ ○ 阿賀小学校、阿賀浦コミ協

3 地域交流事業
地域交流事業を各種地域団体との協働により実施することで，地域
のつながりを促進し人材の育成につなげる。

2 総合 4 午前・午後 随時 ○ ○ ○ 第一中、金津中、小合中、第五中

4 ＧＩＰ集会
中学校「いじめ防止問題」集会に地域住民も参加してもらい，地域をあ
げて課題解決を図るとともに，世代間交流による地域の活性化を推進す
る。

1 総合 1 午後 １２月 ○ ○ ○ 第五中学校

5
乳児期家庭教育学級
　　「ゆりかご学級」

家庭教育の重要性を学ぶ。保護者と地域が共に子育てをする大切さ
を知る。（仲間づくりの機会）

1 成人 4 午前 ９・１０月 ○

6
幼児期家庭教育学級
　　「ほかほか学級」

子どもの心身の発達，自我の芽生えを理解し，子育ての不安や悩み
を話し合う。（仲間づくりの機会）

1 成人 4 午前 ９・１０月 ○

7 児童期家庭教育学級
子どもの心と体の発達を理解し，同世代の子どもを持つ親同士の交
流を図る。（仲間づくりの機会）

1 成人 3 午前 １０・１１月 ○ 保育なし

8
子育てサロン
「ポッポー！」

親子どうしのつながれる居場所づくり，情報交換 1 総合 23 午前 通年（月２回） ○

9 保育者交流会 保育者の資質向上，情報交換 1 成人 1 午前 ４月 ○ 秋葉区登録保育者、他

10 秋葉区一斉クリーン作戦
地域・家族の協働による美化活動を行い，併せて青少年の健全育成
を図る。

1 総合 1 午前 4月16日(日) ○ ○ 秋葉区青少年育成協議会

11 あきは未来フォーラム
子どもたちの健全育成と人権を大切にする心を醸成し，住みよい地
域の創造を図る。

1 総合 1 午後 １１月 ○ ○ 秋葉区青少年育成協議会

12
【区づくり事業】
チャレンジ あきは体験隊

まち歩き体験などにより、ふるさと「あきは」への愛着と誇りを醸成す
る機会とする。

1 少年 2 午前 ８月 ○ 区づくり事業（R2～R5）

13
【区づくり事業】
あきはっ子里山体験隊

里山を舞台とした活動により、地元の自然への関心を深める機会と
する。

1 少年 2 午前 １０月 ○ 区づくり事業（R2～R5）

14 こども創造塾 集団活動や体験教室により子ども達が自ら考え創造する力を育む。 5 少年 10 午前・午後 随時 ○ ○ ○
阿賀浦コミ協、金津コミ協、新関コミ
協、新潟薬科大学

15 学習室開放事業（夏休み）
公民館研修室を学習室として，小学生，中学生，高校生，大学生に開
放する。

1 少年 38 午前・午後 ７・８月

16 中学生の人権教室
地域人権啓発活動活性化事業：新津地区公民館割り当て事業
秋葉区内の中学校で人権教育事業として講師を招聘し講演を実施。

1 中学校 1 午後 5月25日 〇
小合中学校
新津人権擁護委員協議会

17 シニアライフ講座（運動系講座）
人との関わりをねらいとし，自分の体を知り，健康の再認識をはかり，
各種運動に関する知識を身に着け、これからの生きがいを見つける。

1 成人 3 午前 ９・１０月 ○

18 シニアライフ講座（社会系講座）
人との関わりをねらいとし，スマホ操作や特殊詐欺、などをテーマに
高齢者向けの社会的知識の向上を目指す。

1 成人 3 午前 １１・１２月 ○

基 本 施 策 No 事　　業　　名 事業の目的・主旨
開
設
数

対象 回数 時間帯 実施予定月
連　　　　　　　携

特記事項

２．家庭における教育力向
上を支援

３．青少年の生き抜く力育
む機会の充実

４．高齢者の学習支援や社
会参加の促進

１．人づくり、地域づくりを通
した地域コミュニティ活動の
活性化への支援
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NOと事業名の網掛けは中止の事業です

新津地区公民館 Noの網掛けはR5新規事業です

学校
地域教育

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ
コミ協等

活動
協力員

基 本 施 策 No 事　　業　　名 事業の目的・主旨
開
設
数

対象 回数 時間帯 実施予定月
連　　　　　　　携

特記事項

19 秋葉区の学び
秋葉区の「宝」を様々な視点から学ぶことで，地域の良さを知り愛着を
感じられる機会を提供する。

1 総合 3 午前 １０・１１月 ○ 路地連にいつ

(事業中止)「古典文学入門講座」
古典を学ぶことで人としての情を思い起こし、人との関わりの中で相
手を思いやり、人生を豊かにするきっかけ作りとする。

20
新津文芸協会連携事業
　（R4年「俳句・川柳講座」）

俳句、川柳、短歌といった文芸の入門編。新津文芸協会の協力を得
て、人生をより豊かにするきっかけ作りとする。

1 総合 3 午前 ４・５月 〇 新津文芸協会

21
新津美術協会連携事業
　R5年「写真教室」

陶芸、絵手紙、書写など「創作」を楽しむ入門編。新津美術協会の協
力を得て、人生をより豊かにするきっかけ作りとする。

1 総合 3 午前 ５～６月 〇 新津美術協会

22
新津美術協会連携事業
　R5年「日本画基礎講座」

陶芸、絵手紙、書写など「創作」を楽しむ入門編。新津美術協会の協
力を得て、人生をより豊かにするきっかけ作りとする。

1 総合 3 午前 ４～６月 〇 新津美術協会

(事業中止）私らしく生きる！キラキラ★
女性セミナー

女性が自らの体、心の状態を認識、改善方法等を学ぶことで自分と
向き合い、前向きに考えられる機会を提供する。

23
令和5年度「毛筆」書で彩る
　～書でデザイン年賀状を作る～

デザイン年賀状を学び、作品制作に取り組むことで、日常生活に潤いを与
え、長引くおウチ生活をより心穏やかに過ごすための手法を身につける。

1 成人 3 午前 １１・１２月 〇 〇 ○ 会場：新津第一中

24 秋葉区芸能祭
様々な芸能部門の成果発表の機会にするとともに，参加者，観覧者
の交流を図る。（舞踊，民謡，古典芸能，ダンスなどの発表）

1 総合 1 午前・午後 6月25日 ○ ○
区内文芸活動団体、新津第二中学校
、金津中学校

25 秋葉区文芸区民大会
区民の文芸創作活動の発表の場を提供する。
（文芸講演会，川柳，俳句，短歌の発表会の実施）

4 総合 4 午前・午後 ９～１１月 新津文芸協会事業

26
【区既存事業】
秋葉区二十歳のつどい（旧成人式）

新たに二十歳になった区内在住の方を祝う。 1 成人 1 午前・午後 5月3日 秋葉区文化会館協働事業

27
【区既存事業】
秋葉区美術展覧会

区民の創作活動の発表の場所を提供する。 1 総合 9 午前・午後 11月18～26日 新津美術協会

28 秋葉区囲碁・将棋大会 参加者の技術向上と囲碁・将棋の交流を図る。 2 総合 2 午前・午後 R６年２・３月 大会実行委員会

合　　　　　計 28 事業 38 138 9 5 7 16

５．現代的・社会的課題を探り、
問題解決を促す学習機会を提供

６.その他



 

 
 
 
 

 
 
 

令和５年度 事業計画 

⑯中学生の人権教室（小合中学校） 5/25 「人権について、

一緒に宇考えよう～ひとりひとりが大切な存在～」 

自分が大切にされるべき存在であることや、その実現に向

けた気持ちの持ち方などを講演しました。 

㉑新津美術協会連携事業（写真教室）  5/30、

6/13、7/4  

デジカメを使って県立植物園で参加者が撮影

し、それを投影して解説・指導をしました。 

㉒新津美術協会連携事業（日本画基礎講座） 4/22 

 著名な講師が裏打ちなど日本画の実技指導を行い、

見学者を含め多数の参加がありました。 

資料３－２ 



小須戸地区公民館 ※ NOの網掛けは新規事業です。

学校
地域教育ｺｰ

ﾃﾞｨﾈｰﾀｰ
コミ協・自治
連・老人会

活動協力員

1 まちセンだれでもピアノ
小須戸まちづくりセンターのピアノを一般開放し、グランドピアノの音の迫
力と音色のすばらしさを体感してもらう。

1 総合 2 午前・午後 4月

2 ステキな掛軸の楽しみ方
自宅にある掛軸などの作品の鑑賞の仕方や、カビや虫食い、変色を防ぐ
ための正しい取り扱い方法などを学ぶ。

1 成人 1 午後 5月 ○
地域教育コーディネーターか
らの提案事業

3 花いっぱい運動 花の植栽作業による学校・地域団体の連携を強化する。 2 総合 2 午前 5月～11月 ○ ○ ○
山の手コミ協、小須戸小、矢
代田保、矢代田小

4 庭木剪定講習会
庭木剪定を学び、各家庭をきれいにすることで、輝くような街並みをつく
る。

1 成人 1 午前 6月 新潟県立植物園

5 苔テラリウムを飾ろう！ 様々な種類の苔を使って、ポットの中に新しい世界を創作する。 1 総合 2 午後 7、8月

6 楽しい いろえんぴつ と パステル
色鉛筆やパステルなどの画材を用いて着彩を体験する。また、陰影や質
感をリアルに表現する技法を習得する。

1 成人 2 午後 8月

7 文化協会サークル育成事業
自主グループ育成・支援事業として、小須戸文化協会に所属しているグ
ループの活動日に気軽に参加できるようＰＲを行う。

1 成人 3
午前・午
後・夜間

8、9月 小須戸文化協会

8 はじめてのレザークラフト体験会
革を使って身近な日用品を制作することで、モノづくりの楽しさを体感し、
新しい趣味と活動を通して仲間づくりの機会となるよう働きかける。

1
青年
以上

1 夜間 12月

9 ミニ門松づくり
地域住民の指導による門松づくりを通して、子どもたちに新たな学びの機
会としての社会活動を促す。

1 総合 1 午前 12月 ○

10 体験！ニュースポーツ入門 三世代で様々なスポーツに挑戦する。 1 総合 4 夜間 1、2月 ○
スポーツ振興会、スリッパ卓
球クラブ

11
こどもとおとなのプログラミング体験
会

こども・おとなにプログラミングは特別なことではないということを知ってもら
う機会として、プログラミング体験会を実施する。

1 総合 1 午後 1月 ○ ○
新潟大学、市生涯学習セン
ター、大人向けプログラミング勉
強会

12 第２回カーリンコン大会
カーリンコンの楽しさを誰でも気軽に老若男女、障がいの有無に関係なく
体験してもらい、ニュースポーツを通じた仲間づくりを目的に開催する。

1 総合 1 午前・午後 3月 ○ ○ 小須戸コミ協との共催事業

13 にいがたスリッパ卓球大会 スリッパ卓球による新潟市内唯一の大会。 1 総合 1 午前・午後 未定 ○ ○
スポーツ振興会、スリッパ卓球ク
ラブ、小須戸コミ協、山の手コミ
協等

14 みどりの植物を楽しもう
「花と緑のまち小須戸」ならではのお花を使った「花育」を小学生と親また
は祖父母で学ぶ。

1 総合 2 午前 5、6月

15 家庭教育講演会
園児の保護者を対象にした家庭教育向上の講演会及び子育て情報交換
する。

1 成人 1 午前 7月 ○ ○

16 親子レザークラフト体験会
モノづくりを通して親子で学ぶことを目的とする。さまざまな工程を経て一
つのものを制作することで、モノづくりへの関心、達成感を提供する。

1 総合 2 午前 10月

17
ハロウィン読み聞かせ＆カボチャラ
ンタンづくり

ハロウィンのいわれについて絵本の読み聞かせで学ぶ。また、ランタンも
どうして飾るようになったか学び、親子で制作することで絆を深める。

1 総合 1 午前 10月 ○ 県立植物園友の会

18 こどもプログラミング教室
多様な学習機会を提供する目的で、小須戸まちづくりセンターに整備した
Ｗｉ－Ｆｉ環境を活用した体験学習（プログラミング教室）を実施する。

1 少年 1 午前 7月 ○

19 夏に負けない　スポーツ体験
夏休み期間中、学童のひまわり児童を対象に、狭い館から出て体を動か
すスポーツ体験を実施する。

2 少年 2 午前 8月 ○
小須戸ひまわりクラブ、矢代
田ひまわりクラブ

20 やってみよう科学実験 科学実験を通じて子どもたちが自ら考え創造する力を育む。 2 少年 2 午前 8月 ○ ○ ○ 新潟薬科大学

21 食品サンプルを作ろう！
小中学生を対象に家庭や学校ではできない体験学習を行い、ものづくりの
楽しさを体感する。

1 少年 1 午後 8月 ○

4．高齢者の学習支援や社会
参加の促進

22 リバーサイドシネマ
老人福祉センターを会場に2か月に1回映画を上映し、高齢者が元気で社
会と関わりをもつように促すとともに、生きがいを持てるようにする。

1 高齢者 6 午後 4～2月 ○ ○ 小須戸老人福祉センター

2．家庭における教育力向上
の支援

3．青少年の生き抜く力を育む
機会の充実

1．ひとづくり、地域づくりを通
した地域コミュニティ活動の活
性化への支援

時間帯回数 実施予定月

連　　　　　　　携

特記事項

令和５年度事業計画

重点化 № 事業名 事業の目的・主旨
開設
数

対象

資料４－１



小須戸地区公民館 ※ NOの網掛けは新規事業です。

学校
地域教育ｺｰ

ﾃﾞｨﾈｰﾀｰ
コミ協・自治
連・老人会

活動協力員

時間帯回数 実施予定月

連　　　　　　　携

特記事項

令和５年度事業計画

重点化 № 事業名 事業の目的・主旨
開設
数

対象

資料４－１

23 消費税のインボイス制度って何？ 消費税のインボイス制度を理解してもらうことを目的に実施する。 1 成人 1 午後 5月

24 ペットと防災
防災の話や動物の応急手当の方法、避難の疑似体験を通じて、避難所で
のペットとの生活がどのようなものかを学ぶ。

1 成人 1 午後 7月 新潟市動物愛護推進員

25 新津南高等学校学校開放講座 土曜日開催、新津南高校で教諭による教養講座と実技指導。 1 成人 5 午前 9～11月 ○ 新津南高等学校

26 プチ書道教室
社会生活において筆を使う場面は少なくない。ビジネスマナーの一環とし
て書道を学ぶ。

1 成人 2 夜間 11月

27 健康教室 区役所健康福祉課と連携した健康教室。 1 成人 1 午前 11月 秋葉区健康福祉課

28 小須戸地区市民展 地域住民による作品展示。 1 総合 2 午前・午後 10月 ○ ○
小須戸文化協会、小須戸ま
ちづくりセンター、幼・保育園

29 小須戸地区囲碁・将棋大会 参加者の技術向上と交流を図る。 1 総合 1 午前・午後 11月 小須戸囲碁将棋愛好会

30 小須戸地区芸能祭 地域住民による芸能発表会。 1 総合 1 午前・午後 11月
小須戸文化協会、小須戸ま
ちづくりセンター

31 こすど地区公民館報の発行 公民館や地域の明るい話題や情報を紹介する。 1 総合 12 午前 毎月 ○ 公民館報編集委員

合　　　　　計 34 － 66 － 6 6 4 11

6．その他

5．現代的・社会的課題を探
り、問題解決を促す学習機会
の提供
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②「ステキな掛軸の楽しみ方」 

 ５月１７日水曜日の午後から、小須戸町史の編纂委員で、元県立文書館副館長の本井晴信さんより、自宅にある掛軸などの作品の鑑

賞の仕方や、カビや虫食い、変色を防ぐための正しい取扱い方法などを学ぶ講座を開催しました。 

㉒「「消費税のインボイス制度って何？」です。 

５月１６日火曜日の午後から、特に個人事業主の方々に関係してくる内容となりますが、10 月 1 日から始まる「消費税の適格請求書

等保存方式（インボイス制度）」について、理解してもらうことを目的に事業を実施しました。 

①「まちセンだれでもピアノ」 

 ４月１６日 と２３日の日曜日に、小須戸まちづくりセンター多目的ホールのグランドピアノを一般開放して行いました。 

資料４－２ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③「№3 花いっぱい運動」 

6 月 21 日小須戸小学校環境委員と地域教育コーディネーター、小学校職員で、プランターの草取り、球根拾いなど

の準備を行い、日々草、マリーゴールドなど６種類の花を植栽しました。 

⑥楽しい いろえんぴつとパステル 

4 月 26 日、5 月 24 日シーズン３ということで、渡辺花子さんから「色鉛筆でポストカードづくり」と「パステル

で着色してみよう」の２回の講座を行いました。 

⑬みどりの植物を楽しもう 

 4 月 16 日、4 月 23 日、小学生とその保護者を対象に、小さな苔庭つくり、多肉植物の寄せ植えを行いました。

⑩こどもとおとなのプログラミング体験会 

6 月 18 日 新大工学部の准教授の今村先生と大学院生およびボランティアによる体験会を行いました。 


